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～
村
上
水
軍
の
歴
史
と
文
化
を
感
じ
る
～

（
今
治
市
宮
窪
町
）

　

約
四
百
五
十
年
前
、
瀬
戸
内
海
海
域

に
君
臨
し
て
い
た
村
上
水
軍
が
使
用
し

た
と
さ
れ
る
小こ

早ば
や

船ぶ
ね

を
復
元
し
て
始

ま
っ
た
レ
ー
ス
。

　

合
図
役
、
身
傘
、
漕
ぎ
手
で
構
成
さ

れ
た
12
人
が
乗
り
込
み
、
ス
ピ
ー
ド
を

競
う
勇
壮
な
漕
ぎ
比
べ
が
醍
醐
味
で
す
。

　

例
年
、
７
月
に
開
催
さ
れ
る
中
、
女

子
の
部
の
創
設
も
相
ま
っ
て
、
現
在
で

は
県
内
外
よ
り
40
を
超
え
る
チ
ー
ム
が

参
加
す
る
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、

男
女
を
問
わ
ず
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

○小規模事業者持続化補助金支援事例

○中小・小規模企業白書の概要

○保険相談（無料診断）のご案内

○女性部県外視察研修・消費税軽減税率制度

○小規模企業共済・商工会UC法人カード

○ニッポンセレクト・民法改正

○小さな瞳・経営かわら版

表紙写真提供：しまなみ商工会
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【
企
業
概
要
】

　

当
社
代
表
の
山
下
翔
氏
は
、
平

成
25
年
６
月
、
西
条
市
小
松
町
で

美
容
院
を
開
業
し
、
当
時
は
美
容

用
椅
子
３
脚
と
１
名
分
の
洗
髪
ス

ペ
ー
ス
で
始
め
た
。

【
取
組
の
経
緯
】

　

健
康
意
識
の
高
ま
り
に
よ
り
、

毛
染
め
を
行
う
際
の
ダ
メ
ー
ジ
回

避
や
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
製
品
を
求
め

る
顧
客
ニ
ー
ズ
を
好
機
と
と
ら

え
、
設
備
等
の
導
入
を
行
う
こ
と

と
し
た
。

　

今
回
の
計
画
は
、
近
隣
の
同
業

他
社
で
は
行
っ
て
お
ら
ず
、
差
別

化
が
図
れ
る
も
の
と
考
え
た
。 

【
取
組
内
容
】

○
世
界
で
初
め
て
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
認
証
機
関
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ａ
認
定
の
、

カ
ラ
ー
剤
購
入
。
○
髪
へ
の
ダ

メ
ー
ジ
を
軽
減
す
る
超
音
波
ア
イ

ロ
ン
の
導
入
。
○
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

製
品
を
使
用
し
た
自
社
独
自
の
ト

リ
ー
ト
メ
ン
ト
の
開
発
。
○
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
製
品
を
使
用
し
た
独
自

の
ヘ
ッ
ド
ス
パ
の
開
始
。
○
シ
ャ

ン
プ
ー
ブ
ー
ス
の
個
室
化
。

【
事
業
者
の
声
】

　

指
導
員
さ
ん
か
ら
、
小
規
模
事

業
者
持
続
化
補
助
金
の
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。
指
導
員
さ
ん
と
と
も

に
事
業
計
画
書
を
作
成
し
た
こ
と

で
、
今
後
の
プ
ラ
ン
が
明
確
に

な
っ
た
こ
と
は
良
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
当
社
独
自
の
ト
リ
ー
ト

メ
ン
ト
を
開
発
す
る
際
の
試
作
品

な
ど
、
対
象
経
費
の
３
分
の
２
を

補
助
し
て
頂
け
る
こ
と
は
大
き
な

魅
力
で
し
た
。

　

取
り
組
み
を
実
施
し
て
か
ら
お
客

様
の
評
判
も
良
く
、
口
コ
ミ
な
ど
で

新
規
の
お
客
様
も
増
え
ま
し
た
。

　
「
５
年
後
10
年
後
も
美
し
い
髪

を
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
こ
れ
か
ら

も
健
康
的
な
髪
を
保
ち
た
い
お
客

様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

 

【
支
援
者
の
声
】

　

顧
客
満
足
度
の
向
上
を
追
求
す

る
経
営
姿
勢
と
マ
ッ
チ
す
る
と
考

え
、
本
補
助
金
の
活
用
を
提
案
し

ま
し
た
。

　

補
助
金
活
用
後
は
、
順
調
に
顧

客
が
増
加
し
、
今
年
の
６
月
に
は

国
道
沿
い
へ
新
築
移
転
し
ま
し

た
。
新
店
舗
は
、
１
階
に
ヘ
ア
ー

サ
ロ
ン
、
２
階
に
エ
ス
テ
ル
ー
ム

を
完
備
し
、
ス
タ
ッ
フ
５
人
で

ト
ー
タ
ル
ビ
ュ
ー
テ
ィ
サ
ロ
ン
と

し
て
フ
ル
稼
働
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
更
に
支
援
を
継
続
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

「
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
」
支
援
事
例

〜fam
ille hair

～

山本経営指導員 山下　翔さん

店舗外観 事
業
計
画
に
基
づ
く
経
営
を
通
じ
た
販
路
開
拓
を
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2018年版中小企業白書・小規模企業白書の概要 （10のポイント） 

　2018年版白書では、生産性向上や事業承継など喫緊のテーマを取り上げ、現状分析から課題解決の
方向性を示しています。

中小企業庁該当ホームページ　http://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/hakusyo/180420hakusyo.html

①�中小企業の景況感は改善傾向
にある一方、大企業との生産
性格差は拡大。

中小企業の経常利益は過去最高
水準にあるが、依然として大企
業との生産性格差は拡大。中小
企業の生産性向上が急務。

②�未来志向型の取引慣行に向
けて、下請取引は着実に改善。

未来志向型の取引慣行の実現
に向けて、下請中小企業と親
事業者の適正な取引を普及定
着させる。

③�IT導入等を行ううえでも、
業務プロセスの見直しは生
産性向上の大前提。

生産性向上への取組は、業務
プロセスの見直しと併せて実
施することで一層の効果が期
待される。

④�幅広い業種で多能工化・兼
任化の取組が進展。生産性
向上にも寄与。

卸売業・小売業・サービス業
等の非製造業において製造業
並の積極的な取組が必要。

⑤�IT導入のきっかけとして重
要になるのは、地元のベン
ダーなど身近な相談相手。

地元のITメーカー・販売会社
等がIT導入を働きかけていく
ことが重要。

⑥�業務領域や一企業の枠を超
えて連携することでITの効
果は飛躍的に高まる。

複 数 の 業 務 領 域 や 企 業 間 で
データ連携を行うことで一層
の生産性向上が期待できる。

⑦�生産性向上のためには前向
きな投資が重要。引き続き
投資を促進する必要。

足元では、設備老朽化等を背
景とした維持・更新投資が中心。

⑧�事業承継等を背景に、中小
企業のＭ＆Ａは増加し、生
産性向上に寄与。今後はマッ
チング強化が課題。

Ｍ＆Ａの相手先は、金融機関
等第三者からの照会が多い。

⑨�小規模事業者では経営者に
業 務 が 集 中。IT導 入 等 に
よる経営者の業務効率化が
急務。

経営者における間接業務の業
務負担を軽減する。

⑩�小規模事業者へ施策を浸透
させるうえでは、支援機関
の役割が重要。

支援機関による伴走型支援や
支援機関同士の連携が重要。

松山支社

国
の
施
策
動
向
を
把
握
し
、
経
営
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
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商工会では、会員の皆様より、ご加入の保険について多くの相談をいただいており、
現在、希望者の方に個別に《保険診断》を行っています。
保険は、一度入ると20年30年…と長いお付き合いになります。
ご家族（会社）で月額５万円の保険料でも、30年で累計1,800万円を超えます。
保険に無駄な掛金を払うのはもったいない！
今一度、家計（経費）の見直しをなさってはいかがでしょうか？
アドバイザーが、現在ご加入の保険等を確認の上、皆様のライフスタイルに合った
診断をいたします。
ご加入の保険選択が問題なければ、大きな安心になります。

生命保険
保険を根本から
見直したい方は
まずここから

医療保険
病気の入院・手術など

がん保険
医療保険の中でも
特にがんに手厚い

給付金

けがの補償
けがの入院・通院

貯蓄共済
積立・融資・保険 

医療保障特約型 
病気の入院・手術など 

小規模企業
共済
節税しながら
退職金が貯まる
国が運営する共済

特定退職金
共済

従業員の退職金積立
掛金は損金参入

セーフティ
共済

会社の積立金として利用。
掛金は損金へ。
国が運営する共済

事
業
継
続
の
た
め
に
、
様
々
な
リ
ス
ク
に
備
え
ま
し
ょ
う
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６
月
７
日（
木
）・
８
日（
金
）、

広
島
県
央
女
性
部
の
お
も
て
な
し

交
流
事
業
視
察
研
修
に
県
女
性
連

西
岡
会
長
と
女
性
部
長
11
名
で

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

１
日
目
、
東
広
島
市
豊
栄
町
に

あ
る
ト
ム
ミ
ル
ク
フ
ァ
ー
ム
に
て

広
島
県
央
女
性
部
員
に
よ
る
手
厚

い
歓
迎
を
受
け
、
新
鮮
な
牛
乳
を

使
っ
た
バ
タ
ー
作
り
体
験
や
広
島

と
愛
媛
の
部
員
で
一
緒
に
昼
食
を

と
り
な
が
ら
親
睦
交
流
等
図
り
ま

し
た
。
プ
チ
マ
ル
シ
ェ
も
開
催
、

手
作
り
パ
ン
や
焼
き
菓
子
、
ご
ぼ

う
茶
、
ハ
ー
ブ
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー

な
ど
出
店
者
（
部
員
）
か
ら
説
明

を
う
け
な
が
ら
散
策
し
ま
し
た
。

商
工
会
副
会
長
の
お
二
人
に
よ
る

木
工
体
験
や
牧
場
施
設
の
案
内
も

好
評
で
、
見
学
に
来
た
子
供
達
に

牛
フ
ン
の
循
環
方
法
を
通
し
て
い

の
ち
の
恵
み
を
伝
え
る
取
組
み
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
懇
親
会
で
は
、
部

の
運
営
に
つ
い
て
意
見
交
換
等
交

流
を
深
め
ま
し
た
。
２
日
目
は
、

県
連
が
起
ち
上
げ
た
特
産
品

シ
ョ
ッ
プ
の
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ

を
視
察
、
商
工
会
地
域
の
特
産
品

だ
け
で
な
く
広
島
の
人
気
商
品
を

取
り
揃
え
、
こ
こ
で
全
て
が
揃
う

お
土
産
屋
と
し
て
多
く
の
人
で
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
２
日
間
を
通

し
て
、
広
島
県
央
女
性
部
や
県
内

部
長
同
士
で
親
睦
交
流
を
図
る
こ

と
が
で
き
、
有
意
義
な
研
修
と
な

り
ま
し
た
。

軽
減
税
率
制
度
と
は

消
費
税
標
準
税
率
（
10
％
）
の

引
き
上
げ
と
同
時
に
、
次
の
対

象
品
目
に
軽
減
税
率
（
8
％
）

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

●
飲
食
料
品
…
「
医
薬
品
」「
医

薬
部
外
品
」
は
除
か
れ
ま
す
。

酒
類
、
外
食
や
ケ
ー
タ
リ
ン
グ

等
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

●
新
聞
…
週
２
回
以
上
発
行
さ

れ
る
新
聞
で
、
定
期
購
読
契
約

に
基
づ
く
も
の
で
す
。

◎�

飲
食
料
品
や
新
聞
を
取
扱
わ
な

い
事
業
者
の
方
に
も
影
響
が
あ

り
ま
す
。

　

課
税
事
業
者
の
方　

　

軽
減
税
率
対
象
品
目
を
扱
わ
な

い
事
業
者
を
含
め
、
す
べ
て
の
課

税
事
業
者
が
軽
減
税
率
対
象
品
目

の
仕
入
（
経
費
）
が
あ
れ
ば
標
準

税
率
と
軽
減
税
率
を
区
分
し
て
経

理
を
行
い
ま
す
。（
例
）
会
議
費

や
交
際
費
と
し
て
飲
食
料
品
を
購

入
す
る
場
合
等
。

　

免
税
事
業
者
の
方　

　

課
税
事
業
者
と
取
引
を
行
う
場

合
、
軽
減
税
率
の
対
象
品
目
で
あ

る
旨
や
税
率
ご
と
に
合
計
し
た
対

価
の
額
を
記
載
し
た
請
求
書
等
の

交
付
を
求
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

広島県央女性部と一緒に！

女
性
部
お
も
て
な
し

交
流
事
業

県
外
視
察
研
修

ひろしま夢ぷらざにて

平
成
31
年
10
月
か
ら

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

働
はた

ナビえひめOPEN!!
～企業からの働き方改革に関する相談にワンストップで対応します～

〈業務内容〉
・働き方改革に関する窓口相談、取組事例の紹介、専門機関への取り次ぎ
・県内中小企業に対する個別訪問支援
・県独自の「えひめ子育て応援企業認証制度」の認証取得支援

相談無料
問合せ先：愛媛県働き方改革包括支援
　　　　　プラザ（働

はた

ナビえひめ）
T E L：089−915−3260
Email：m-sp3@csc-ehime.jp
業務時間：9：00～17：00（土・日・祝日除く）

商
工
会
が
提
供
す
る
事
業
を
活
用
し
て
、
地
域
振
興
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
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経
営
に
役
立
つ
商
工
会
の
各
種
共
済
制
度
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
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「
９
月
９
日
」
は
何
の
日
か
ご

存
知
で
す
か
。答
え
は「
秋
の
ロ
ー

ル
ケ
ー
キ
の
日
」
で
す
。
ロ
ー
ル

ケ
ー
キ
の
切
っ
た
際
の
断
面
が
９

の
数
字
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
洋

菓
子
の
製
造
販
売
会
社
が
制
定
し

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
今
回
は
「
う
さ
え
も
ん

ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

当
社
は
、
中
予
地
方
の
山
里
、

久
万
高
原
町
で
和
洋
菓
子
を
製
造

し
て
お
り
ま
す
。

　

小
さ
な
お
子
様
に
も
安
心
し
て

お
召
し
上
が
り
頂
き
た
い
と
い
う

想
い
か
ら
、
素
材
に
こ
だ
わ
り
、

地
元
の
農
家
が
愛
情
を
こ
め
て
育

て
た
野
菜
や
果
物
な
ど
を
使
用

し
、
保
存
料
や
着
色
料
は
一
切

使
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
パ
テ
ィ
シ
エ
が
一
つ
一

つ
手
作
り
し
、
厳
選
し
た
生
ク

リ
ー
ム
を
ふ
ん
わ
り
と
焼
き
上
げ

た
生
地
で
巻
き
上
げ
、
甘
さ
は
控

え
め
に
仕
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　
「
食
欲
の
秋
」
で
も
あ
る
こ
の

季
節
に
、
ぜ
ひ
一
度
、
ご
賞
味
く

だ
さ
い
。

◆
ニ
ッ
ポ
ン
セ
レ
ク
ト
と
は

　

全
国
商
工
会
連
合
会
が
、
地
域

産
品
等
を
全
国
に
販
売
す
る
た
め

に
、
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
「
ニ
ッ
ポ
ン
セ

レ
ク
ト.com

」
を
開
設
し
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。
県
内
の
名
物
品

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ニ
ッ
ポ
ン
セ
レ
ク
ト
よ
り

「
う
さ
え
も
ん
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
」

の
ご
紹
介

◆
製
造
・
販
売
事
業
者

　

㈲
久
梨
芙

　

上
浮
穴
郡
久
万
高
原
町

久
万
２
６
１-

２

民法（債権関係）の見直し[主な改正事項]
　取引の複雑化や情報化社会の進展に対応するため、契約に関する規定を中心に抜本的な改正が行われ、
実務で通用している基本的なルールが明文化されました。一部の規定を除き、2020年４月１日から施行さ
れます。

改 正 概 要 効　　果

消滅時効 業種ごとに異なる時効を廃止し、原則「知った時から
５年」に統一 時効期間の判断を容易化

法定利率 法定利率を現行の年５％から３％に引き下げ、市中の
金利動向に合わせて変動する制度を導入 法定利率の不公平感の是正

個人保証 事業用融資について、経営者以外の保証人は公証人に
よる意思確認手続を新設

第三者が、安易に保証人となる
ことによる被害の発生防止

定型約款
定型約款（保険や預貯金取引など、不特定多数を相手
とする内容が画一的な取引）を契約内容とする表示が
あれば、合意したものとみなすが、相手方の利益を一
方的に害する条項は無効と明記

定型約款の一方的変更の要件を
整備する事による取引の安定
化・円滑化

　　法務省HP（債権法改正について）
　　参考URL：http://www.moj.go.jp/MINJI/minji06_001070000.html

ニ
ッ
ポ
ン
セ
レ
ク
ト
を
活
用
し
て
貴
社
の
逸
品
を
全
国
へ
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「
お
父
さ
ん
の
し
ご
と
」

　

ぼ
く
の
お
父
さ
ん
の
し
ご
と

は
、
木
を
切
っ
て
市
場
に
ト
ラ
ッ

ク
で
運
び
ま
す
。

　

ぼ
く
は
、
お
父
さ
ん
の
し
ご
と

を
見
学
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
朝
、
早
お
き
し
て
、
ト
ラ
ッ

ク
で
山
へ
行
き
ま
し
た
。
ト
ラ
ッ

ク
か
ら
お
り
て
か
ら
も
た
く
さ
ん

歩
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
山
を
歩

く
な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、

ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
お
父
さ
ん

は
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
を
使
っ
て
、
ス

ギ
や
ヒ
ノ
キ
を
切
り
ま
す
。
と
て

も
大
き
な
音
が
し
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
い
い
長

さ
に
木
を
切
っ
て
、
ト
ラ
ッ
ク
で

市
場
に
運
ん
で
い
ま
す
。

　

学
校
で
、
さ
ん
そ
は
木
か
ら
出

て
い
る
と
勉
強
し
ま
し
た
。
な
の

で
、
お
父
さ
ん
は
さ
ん
そ
を
作
っ

て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
山
の

し
ご
と
は
、
水
を
ま
も
っ
た
り
も

し
ま
す
。
ぼ
く
た
ち
に
、
ひ
つ
よ

う
な
も
の
を
、
た
く
さ
ん
作
り
だ

せ
ま
す
。
だ
か
ら
、お
父
さ
ん
は
、

ぼ
く
た
ち
に
ひ
つ
よ
う
な
も
の
を

作
っ
て
く
れ
る
大
切
な
し
ご
と
な

ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。ぼ
く
は
、

そ
う
い
う
し
ご
と
を
か
っ
こ
い
い

と
思
い
ま
す
。
ぼ
く
も
、
大
き
く

な
っ
た
ら
、
お
手
つ
だ
い
を
し
て

み
た
い
で
す
。

株
式
会
社

　Ｈ･
Ｓ
･
Ｆ

（
砥
部
町
立
広
田
小
学
校
３
年
生
）

日
野
林 

一
都
さ
ん

伊
予
郡
砥
部
町
総
津
８
３
６

い
ち

エ
イ
チ

エ
ス

エ
フ

と

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
被

災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
は
こ
う
し
た
大
規
模
災
害

が
次
々
と
起
こ
っ
て
お
り
、
被
災

さ
れ
た
地
域
で
は
復
旧
ま
で
に
莫

大
な
時
間
と
労
力
を
要
す
る
と
共

に
、
忘
れ
得
ぬ
傷
跡
が
刻
み
込
ま

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

内
閣
府
の
防
災
白
書
に
よ
る

と
、
我
が
国
は
、
そ
の
位
置
、
地

質
、
気
象
な
ど
の
自
然
的
条
件
か

ら
、
台
風
、
豪
雨
、
地
震
、
火
山

噴
火
な
ど
に
よ
る
災
害
が
発
生
し

や
す
い
国
土
と
な
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。
世
界
全
体
に
占
め
る
日
本

の
災
害
発
生
割
合
は
、
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
６
以
上
の
地
震
回
数

20
％
、
活
火
山
数
７
％
、
災
害
被

害
額
12
％
な
ど
、世
界
の
０
・
３
％

の
国
土
面
積
に
比
し
て
非
常
に
高

い
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

自
然
災
害
だ
け
で
な
く
、
テ
ロ
事

件
な
ど
今
ま
で
は
予
想
さ
え
し
な

か
っ
た
事
件
、
事
故
も
発
生
し
て

お
り
、
こ
れ
ら
は
「
い
つ
」「
ど

こ
で
」「
ど
ん
な
形
で
」
私
た
ち

に
襲
い
か
か
っ
て
く
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
不
測
の
事

態
に
見
舞
わ
れ
た
と
き
に
あ
な
た

の
事
業
所
は
生
き
残
る
こ
と
が
で

き
ま
す
か
？　

そ
の
た
め
の
対
策

は
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
か
？

　
「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）」

は
そ
う
い
っ
た
災
害
な
ど
の
事
態

に
備
え
る
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

で
す
。
い
ざ
緊
急
事
態
に
遭
遇
し

た
時
に
、
事
業
資
産
の
損
害
を
最

小
限
に
止
め
つ
つ
事
業
の
継
続
あ

る
い
は
早
期
復
旧
を
可
能
と
す
る

た
め
の
緊
急
時
に
行
う
べ
き
行
動

や
、
緊
急
時
に
備
え
て
平
常
時
に

行
う
べ
き
行
動
を
あ
ら
か
じ
め
整

理
し
て
取
り
決
め
て
お
く
計
画
の

こ
と
で
す
。

　

緊
急
事
態
は
突
然
や
っ
て
き
ま

す
。
あ
す
は
我
が
身
、
わ
が
社
と

真
摯
に
捉
え
、
自
社
独
自
の
Ｂ
Ｃ

Ｐ
を
作
成
し
、
非
常
時
に
備
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
た
だ
、
備
え
は

定
期
的
に
見
直
し
を
行
っ
て
常
に

最
適
・
最
善
の
も
の
に
し
て
お
か

な
い
と
、
い
ざ
と
い
う
時
に
役
に

立
た
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。

嘱託専門指導員

沖　　泰史

商
工
会
は
様
々
な
支
援
で
あ
な
た
の
会
社
を
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す


